
【ここがニュース！】

取材のポイント
耳の聞こえは、認知症予防の第一歩です。耳の聞こえが悪くなってきたが、補聴器が高くて購入できない方は
是非ご利用ください。

私が担当者です：島田市 健康福祉部 長寿介護課 高齢者政策係 大野　電話：0547-34-3293
　当日の担当者： 長寿介護課 高齢者政策係
担当者からの一言：多くの軽度・中等度難聴を抱える方に本事業を利用していただきたいので、周知のご協力よろ
しくお願いいたします。

Press Release
島田市プレスリリース

令和６年４月から、軽度・中等度難聴の方の認知症予防や、生活の質の維持のための、新たな助成事業が始まり
ました。
耳の聞こえが悪くなってきたが、補聴器が高くて購入できない方のために、助成券を交付し、補聴器購入費用の
一部を助成します。
ぜひ本事業を利用して、耳の聞こえを改善していきましょう。

対象／次のすべてに該当する方
①市内に住所を有する40歳以上の方　②聴覚での障害者手帳交付対象外
③両耳30デシベル以上で、医師から補聴器の使用が必要と診断された方　④市民税が非課税の方
⑤過去本事業による助成を受けていない方　⑥その他法令等による補聴器購入助成を受けていない方

助成方法／補聴器購入時に利用できる助成券を交付
対象費用／補聴器本体の購入にかかる費用
助成率／助成対象費用の２分の１以内の額（上限５万円）
申請方法／医師の証明欄が記載された申請書と、補聴器本体の金額が分かる見積書を長寿介護課へ
※助成券発行から１年後に、補聴器の使用状況などに関するアンケートを実施します。
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